
平成31年度　大阪府立泉尾・大正白稜高等学校　第3回学校運営協議会 議事録

日時 令和2年2月17日（月）　午後3時40分～4時50分
場所 大阪府立泉尾・大正白稜高等学校　ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ教室
出席者 ◆協議会会長 堤　　 宏 地域の住民 （大正東中学校校長）

◆協議会委員 加藤　知美 保護者 （ＰＴＡ実行委員）
角元　雄一 地域の住民 （大正ものづくりﾌｪｽﾀ実行委員）
辻井　勝 学校運営に資する活動（同窓会会長）
吉田　優子 学校運営に資する活動（キャリアコンサルタント）
辻野　けんま 学識経験者 （大阪市立大学　准教授）

◇教職員 吉村　烈 校長
山本　益久 事務局長（教頭）
大見　真一 事務局員（教頭）
法橋　秀晃 事務局員（事務長）
松岡美弥子 事務局員（首席）
中西　真一 事務局員（首席・教務主任）
足立　恒也 事務局員（総務部主任）
広瀬　紳之助 事務局員（生徒指導部主任）
稲村　知子 事務局員（特別活動部主任）
磯部　　維 事務局員（保健部主任）
加藤　由紀 事務局員（進路指導部主任）
角野　幸男 事務局員（1学年主任）
岡鼻　正敏 事務局員（2学年主任）
森脇　教行 事務局員（3学年主任）

１　開会　（事務局）

２　あいさつ　（校長）

３　出席者紹介
・協議会委員、教職員出席者の紹介
・協議会会長の選出
・資料の説明

４　協議事項
〈平成31年度学校経営計画及び学校評価の達成状況について〉

◇校長より説明

（学校教育自己診断および授業アンケート結果資料も含めて）

【泉尾高校】

・基礎学力の定着について

学習指導の充実について

分かる授業、充実した授業づくりについて

・自尊感情や規範意識の育成について

ルールやマナーの習得と生きる力の醸成

生徒理解の促進と相談体制の確立

・人と協働できる人材の育成（キャリア教育）について

夢と志を育むキャリア教育

・地域と連携する取組みについて

地域との交流

広報活動の充実

・学校の運営体制について

学校改革の推進

【大正白稜高校】

・考え抜く力を育む教育について

学習活動の充実

分かる授業、充実した授業づくり

・人と協働する力を育む教育について

社会人としての必要なルール・マナーの習得と生きる力の醸成

・踏み出す力を育む、創造する力を育む教育について

学びを人生や社会に生かそうとするキャリア教育の充実

・創造する力を育む教育について

学習活動における発表機会の充実

地域との交流



・安心、安全な学校づくりについて

生徒理解の促進と相談体制の確立

・学校の運営体制について

学校改革の推進

〈意見交換〉

◆学校教育自己診断アンケートの「あてはまらない」項目の重要性

◆アンケートにおけるマイナスを消す努力を

◆部活動の加入率とアルバイトの関係について

◆アルバイトしている生徒のモチベーションについて

〈令和２年度学校経営計画について〉

◇校長より説明

・めざす学校像について

society5.0を生き抜くために

・考え抜く力を育む（白稜シップ１）

学習活動の充実

朝活動（リーディングスキルへの取組み）

授業力の向上について（教育センター研修の実施）

・人と協働する力を育む（白稜シップ２）

他者との協働

学校行事へのより積極的な参加に向けて

キャリア教育は重要な本校の柱

・踏み出す力を育む、創造する力を育む（白稜シップ３）

インターンシップの体系的な取組み（校外での学び・企業とのつながり）

地域との交流

・創造する力を育む（白稜シップ４）

自ら考え発表する機会の充実や生徒たちの取組みを重視

土曜日の発表大会の実施

・学校の運営体制について

チーム学校について（発明クラブの実施など）

働き方改革への取り組み(ガイドライン45時間の順守）

広報活動の充実

〈意見交換〉

◆土曜日での発表大会はどんな形で実施するのか

→文化祭と抱き合わせで実施し、地域の中学生等に向けて発表したい

◆高等教育機関との連携について、いくつかの大学名が出たが、

　特定の大学に限定しているのか

→限定はしていない。お声掛けいただいた大学と進めているのが現状

→（委員より）大阪商業大学を紹介したい

◆広報の手段は、現在、どのような現状か

→土曜日を中心に学校説明会や個別相談会を実施し、空き時間での中学校訪問を実施

◆生徒の学校へのイメージと学校が求める生徒像にズレがあるのでは？

→ホームページ等でうまく発信していきたい

◆不登校の生徒が多様化しているので、様々な対応をされているのは評価できる

◆保護者は高校のことをあまり知らないので、今の実態を発信するべき

◆総合学科として、中長期的に考えていく必要がある。特に、

　部活動等において斬新な発想が必要であろう。

〈令和２年度学校経営計画の承認について〉

◆令和２年度学校経営計画を学校運営協議会委員により承認

５　諸連絡　(事務局）

・次年度の運営協議会等について

６　閉会　(事務局）


